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環 境 技 術 委 員 会 の お 知 らせ(第364回)

令和 元年12月18日(水)午 後1時 半 ～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第3会 議室

千代 田区永 田町2-2-1

◆ 国会議 事堂 前駅(丸 の内線 ・千代 田線)① 番 出 口よ り2分 、永 田町

駅(有 楽町線 ・半蔵 門線)① 番 出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議 員会館 玄 関にて、通行証 を差 し上 げます。 その時刻 前 に到

着 され た方 は、恐縮です が、受付脇 の ロビー にてお待 ち下 さい。会

議開始後 にお越 しの方 は、受 付 に 「第3会 議 室 に行 きたい」 旨お伝

え下 され ば、 お迎 えに参 ります。

議 題1、 「環境 問題 につ いて、昨今 、想 うこ と」

挨拶 坂本 忠彦環境技 術委 員長

2、 回収 プラスチ ックの再資源 化

解 説 道祖 土勝 彦元 日本 大学准 教授

3、 『環境 技術 関連 ニュー スNO.185』

解 説 中島稔科 学技術部 会長

報 告 去る11月20日 開催の第363回 環境技術委員会は、坂本忠彦環

境技術委員長が議長 を務 め行われました。まず、中島稔科学技術部会

長 より、『環境技術関連ニュースNo.184』 の解説があ りました。今回

は、○温暖化の進行がこれ以上進む と今年 の19号 以上の台風が複数

回上陸す る危険性がある。海面水温 の上昇 により、勢力 は衰 えず、大

気に含まれる水蒸気量が増 えるので雨量 も増す。○世界の温室効果ガ

ス排出量は2年 連続増加。化石燃料の消費量がアジア太平洋地域で増

加 したのが原 因か。○福 島第一原発の処理水 を海洋放 出 した としても

日本だけが非難 され るいわれはない。例 えば韓 国の原発か らも トリチ

ウムは放 出 され ていたか らだ。 国際基準 は満 た してい る。 ○微 生物 で汚染 土壌

を浄化 す る技 術。 ○プ ラスチ ック問題 解決 に向 けて、 日本 か らイ ノベー シ ョン

を起 こす ことに期待 した い、 とい う意見、 な どの解説 が あ り、一 同大い に勉 強

にな りま した。

次 に、坂本委 員長 よ り 「環 境 問題 につい て、昨今 、想 うこ と」 と題 して開会

挨拶 が あ りま した。4日 、 トラ ンプ大統領 がパ リ協 定か らの離脱 を正 式表 明 し

た。正 式 な離脱 はち ょ うど1年 後 に なるわけだが、 そ の 日はア メ リカ大統領 選

挙 の結果 が判 明す る 日で もあ る。つ ま り、民主党 の候補 が仮 に 当選 した場合 は 、

この決 定が覆 され る可能性 もま だあ る とい うこ とだ。今 回 は、Co2の 資源 化

につ なが る話 とい うこ とで、大 いに期 待 したい。

次 に、清原淳 平専務 理事 よ り湯川英 明Co2資 源 化研 究所代表 取締役 社長 の

経歴 紹介 が あ りま した。次 に、湯川社長 よ り、『Co2を 原 料 とす るプ ラス チ ッ

ク』 について解説 があ りま した。 主体 とな るのはCo2と 水 素 をエ サ とす る水

素菌 で あ る。1976年 に児 玉徹東 大名 誉教授 が分離 に成 功 した菌 で、多 くは

52℃ 程度 の温 泉 の源 泉付近 に生息す る。19の 菌 が24時 間で16tに ま で

増殖 す る。植 物 は太 陽のエネル ギー を利用 して水 を水 素 と酸 素 に分離す るが、

水 素菌 は水 素 の還 元作用 を利用 す る。この水 素菌 はた んぱ く質 を創 出す るので、

食糧 として も利用 で き るが、ポ リエチ レンの原料 とな るエ タノール を製造 で き、

生分解 性 プ ラスチ ックのポ リ乳 酸 の工業化 も可能 に なった。遺伝子 組 み換 え を

行 えば、 工業 品へ の利用 も容易 だ。 また、バ イ オジ ェ ッ ト燃 料へ の利用 も考 え

てい る。航空 業界 で は、Co2排 出量 を50%削 減 す る必 要 に迫 られ てお り、

植 物 由来 のバ イ オジ ェ ッ ト燃 料 へ の需要 は高い。藻 類 の燃 料化 は、増殖 のス ピ

ー ドが遅 く、常 に撹 拝 し続 けな けれ ばな らず 、大量 製造 に適 さない ので、水 素

菌 由来 の方 が水素 を供給 し続 けな けれ ばな らないデ メ リッ トこそ あれ 、増 殖 の

性 能 は高い。
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